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＜研究概要図＞ 
 

公募課題名 
大規模飼料生産体系における 収穫作業の人手 
不足に対応する技術開発 

 ○研究開発の目的、達成目標 
牧草やトウモロコシサイレージ調製の際の原料草の収穫・運搬時にハーベスタと並走して原料を受け取

り、サイロまで運搬するトラックの運転手が不足しており、サイレージ調製作業速度の遅延やそれにともな

うハイレージ品質の低下が問題となっている。 

本研究では、①収穫時におけるハーベスタと伴走するトラックの距離を一定に保つことができる運搬用ト

ラック伴走サポートシステムの開発、②圃場とサイロ間の移動経路を指示する運搬用トラックナビゲーショ

ンシステムの開発を行う。なお、開発するこれらのシステムは既存のハーベスタおよびトラックに装着で

き、汎用性が高く普及しやすく実効性の高いものを想定している。このため③運搬用トラックの作業実態調

査を行いシステム開発の課題を抽出するとともに、試作機の段階から実証試験や作業従事者へのモニタリン

グを実施する。最終年度には開発した商品のデモンストレーションならびにモニタリングを行い操作性かつ

実効性の高いシステムの開発・商品化・普及を目指す。本研究によって開発されたサイレージ調製における

原料の運搬トラック運転手の運転サポートシステムの導入により、経験値の少ない人でも運搬作業に従事で

きるようになり、運転手不足によるサイレージ調製作業遅延を解消し、サイレージ品質ならびに牛乳生産の

向上が期待される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

小課題 3 運搬用トラックサポートシステムの実証及び普及 

 (帯広畜産大学，道東あさひ農業共同組合、有限会社ウエストベース)  

課題抽出：ハーベスタ作業の現状把握・作業者へのアンケート実施 

システム改良：実証試験・モニタリング 

商品化・普及：デモンストレーション・普及セミナー 

 

小課題 1 運搬用トラック伴走サポートシスムの開発 

（北見工業大学） 

現状把握・課題抽出 

試作システム 

実証試験・モニタリング モニタリング・普及 

商品化 システム改良 

小課題２ 運搬用トラックナビゲーション 

システムの開発(国際航業株式会社) 

次の交差点：左折です。

次は、〇号 圃場です。 目的地(★)までの経路

途中、小学校あり、走行注意

大縮尺道路地図データを、既存の航空写真

や高空間分解能衛星画像の最新データを用

いて整備 

農道ネットワークの整備 

ルート検索機能・・ トラックの位置情報表

示機能・・ ナビゲーション機能を有するア

プリの開発 

→圃場-サイロ間の最適ルートの検索，

各圃場への適正配車台数の提示 

→原料運搬作業効率向上、原料詰め込

速度の適正化(サイレージ品質向上) 

ナビゲーションアプリケーションの開発 


